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地産地消の新たな取り組み
　小ぶりで、身が締まって味が凝縮されている松島のあ
なご。
　そのあなごを活用した街角グルメ第２弾松島あなご丼
キャンペーンが行われています。
　第1弾の松島かき丼に続き、松島のあふれる食材を活
かした地産地消の新たな取り組みが始まっています。
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新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ「
松
島
町
安
心
宣
言
」

　

松
島
町
に
お
け
る
一
連
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
は
落
ち
着
き
を
取
り
戻

し
、
町
民
の
皆
様
が
安
心
し
て
生
活
し
て
い
た
だ
け
る
状
況
と
な
り
ま
し
た
。
松
島

町
で
は
六
月
十
八
日
に
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
松
島
町
安
心
宣
言
」
を
行
い
ま
し

た
。

宣
言
の
内
容
は
、

一 　

安
心
し
て
生
活
し
、
通
常
に
活
動
に
し
て
い
た
だ
け
る
状
況
に
あ
る
こ
と
を
宣

言
し
ま
す
。

二 　

今
後
も
引
き
続
き
、
迅
速
な
情
報
提
供
に
努
め
る
と
と
も
に
、
国
や
県
、
医
療

機
関
と
連
携
し
て
感
染
拡
大
防
止
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

三 　

松
島
町
に
お
き
ま
し
て
は
「
お
も
て
な
し
の
心
」
を
持
っ
て
、
各
地
の
皆
様
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
ど
お
り
安
心
し
て
松
島
町
を
訪
れ
て
い
た
だ

き
松
島
町
の
み
ど
こ
ろ
を
是
非
堪
能
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
今
後
も
感
染
拡
大
防
止
施
策
に
ご
協
力
を
い
た
だ
く
と
と

も
に
、
こ
の
度
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
に
つ
い
て
、
冷
静
に
思
慮
あ
る
行
動

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
深
く
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

町
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
24
時
間
相
談
窓
口
を
六
月
十
五
日
で
解
除
し
、
通

常
の
庁
内
対
策
本
部
に
切
り
替
え
、
住
民
並
び
に
観
光
客
の
安
全
・
安
心
の
た
め
、

引
き
続
き
監
視
体
制
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

松
島
町
長　

大
橋　

健
男

▲

観
光
面
で
も
ま
っ
た
く
問
題
あ
り
ま
せ
ん

▲

六
月
十
日
の
対
策
本
部
会
議
の
様
子

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
経
過

●
五
月
一
日

　

国
内
で
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
感
染

者
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
松
島

町
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
本
部
を

設
置

●
六
月
十
日

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
患
者
が
確

認
さ
れ
る

　

対
策
本
部
会
議

　

町
に
お
け
る
二
十
四
時
間
対
応
窓
口

を
設
置

●
六
月
十
一
日

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
発
生
と
対
策
の
チ

ラ
シ
を
全
戸
配
布

●
六
月
十
五
日

　

感
染
拡
大
の
恐
れ
が
低
く
な
っ
た
こ

と
か
ら
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
二
十
四

時
間
対
応
窓
口
を
解
除

●
六
月
十
八
日

　

松
島
町
安
心
宣
言

※ 

対
策
本
部
に
切
り
替
え
引
き
続
き

監
視
体
制
を
継
続



3 広報まつしま 2009　7月号

▲

ス
タ
ジ
ア
ム
前
の
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
日
本

三
景
を
Ｐ
Ｒ

▲

バ
ッ
ク
ス
ク
リ
ー
ン
の
大
型
ス
ク
リ
ー
ン

で
日
本
三
景
の
ビ
デ
オ
を
上
映

▲

漁
業
関
係
者
を
は
じ
め
約
二
百
人
が
参
加

し
ま
し
た

▲

空
缶
等
が
た
く
さ
ん
捨
て
ら
れ
て
い
ま
し
た

日
本
三
景
を
Ｐ
Ｒ

　

松
島
、
天
の
橋
立
、
宮
島
で
構
成
さ

れ
る
日
本
三
景
観
光
連
絡
協
議
会
（
会

長
：
大
橋
松
島
町
長
）
で
は
、
五
月

三
十
日
と
六
月
一
日
に
ク
リ
ネ
ッ
ク

ス
ス
タ
ジ
ア
ム
宮
城
で
日
本
三
景
観
光

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
宮
城
県
（
松

島
）
に
は
東
北
楽
天
ゴ
ー
ル
デ
ン
イ
ー

グ
ル
ス
、
広
島
（
宮
島
）
に
は
広
島
東

洋
カ
ー
プ
、
天
の
橋
立
の
丹
後
地
方
は

野
村
監
督
の
出
身
地
と
い
う
縁
で
、
楽

天
対
広
島
の
交
流
戦
に
合
わ
せ
て
企
画

さ
れ
ま
し
た
。
試
合
前
に
ス
タ
ジ
ア
ム

正
面
の
ス
テ
ー
ジ
で
観
光
Ｐ
Ｒ
を
し
た

り
、
ス
タ
ジ
ア
ム
の
大
型
ス
ク
リ
ー
ン

で
の
日
本
三
景
の
Ｐ
Ｒ
ビ
デ
オ
を
放
映

す
る
な
ど
し
て
、
訪
れ
た
多
く
の
観
客

に
日
本
三
景
を
宣
伝
し
ま
し
た
。

ゴ
ミ
の
な
い
き
れ
い
な
町
に

　

町
内
の
各
小
中
学
校
で
は
、
五
月

二
十
九
日
に
学
校
周
辺
や
公
共
施
設
な

ど
の
清
掃
活
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

中
学
生
は
、
学
年
毎
に
福
浦
島
、
浪

打
浜
公
園
、手
樽
海
浜
公
園
に
分
か
れ
、

ゴ
ミ
拾
い
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
一
年

生
が
担
当
し
た
手
樽
海
浜
公
園
で
は
、

管
理
す
る
宮
城
県
仙
台
地
方
振
興
事
務

所
の
職
員
や
宮
城
県
漁
協
松
島
支
所
、

土
地
改
良
区
な
ど
総
勢
約
二
百
人
が
参

加
し
、
海
か
ら
流
さ
れ
て
き
た
海
藻
や

竹
な
ど
も
拾
い
集
め
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、生
徒
は
銭
神
排
水
機
場
を
見
学
し
、

農
業
水
利
施
設
の
果
た
し
て
い
る
役
割

や
手
樽
干
拓
事
業
な
ど
に
つ
い
て
学
び

ま
し
た
。
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地
産
地
消
と
は

　

地
産
地
消
と
は
地
域
で
生
産
さ

れ
た
も
の
を
そ
の
地
域
で
消
費
す

る
こ
と
を
意
味
す
る
言
葉
で
す
。

　

消
費
者
と
生
産
者
の
「
顔
が
見

え
、
話
が
で
き
る
」
関
係
で
地
域

の
農
林
水
産
物
・
加
工
品
を
購
入

す
る
機
会
が
で
き
、
地
域
の
農
漁

業
と
関
連
産
業
の
活
性
化
が
期
待

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
全
国
で
取
り

組
み
が
進
ん
で
い
ま
す
。　

町
内
で
の
取
り
組
み

松
島
町
地
産
地
消
実
行
委
員
会

　

松
島
町
地
産
地
消
実
行
委
員
会

は
、
町
内
の
経
済
団
体
の
関
係
者

や
生
産
者
な
ど
で
構
成
さ
れ
た
委

員
会
で
、
町
内
で
生
産
さ
れ
た
新

鮮
な
農
林
水
産
物
を
販
売
す
る

「
松
島
の
マ
ル
シ
ェ　

ま
つ
の
市
」

や
秋
の
「
ま
つ
し
ま
産
業
ま
つ
り
」

な
ど
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

一
般
消
費
者
と
生
産
者
が
直
接

ふ
れ
あ
え
る
場
と
し
て
、
地
産
地

消
の
運
動
を
推
進
し
、
町
内
外
で

実
施
さ
れ
る
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
に

も
参
加
し
て
い
ま
す
。

観
光
面
で
の
取
り
組
み

　

観
光
面
で
は
、
食
事
施
設
や
宿
泊

施
設
が
中
心
と
な
り
、
地
元
の
食
材

を
利
用
し
て
観
光
客
に
提
供
す
る
取

り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

仙
台
・
宮
城
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
松
島
地
区
実
行
委
員
会
お
い
し

い
部
会
で
は
、
街
角
グ
ル
メ
と
し

て
「
か
き
丼
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」「
あ

な
ご
丼
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
松
島
う
め
え
も
ん
絵
図

を
発
行
し
、
観
光
客
に
松
島
の
お

い
し
い
も
の
を
食
べ
ら
れ
る
施
設

の
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

四
季
彩
食
松
島
推
進
協
議
会
で

は
ち
ょ
っ
と
贅
沢
な
ラ
ン
チ
を
テ

ー
マ
に
、
地
元
食
材
を
使
用
し
た

「
松
島
三
ツ
星
冬
ラ
ン
チ
」
を
実

施
。
女
性
を
中
心
に
人
気
で
、
冬

の
松
島
名
物
と
し
て
定
着
し
て
き

ま
し
た
。

観
光
と
農
林
水
産
業
の
連
携

　

観
光
と
水
産
業
が
連
携
し
て
地

場
産
品
を
提
供
す
る
場
も
増
え
ま

し
た
。「
か
き
小
屋
」
や
「
か
き

の
里
」
な
ど
は
松
島
名
物
「
か
き
」

が
味
わ
え
る
場
所
と
し
て
、
大
人

気
と
な
り
、
冬
の
松
島
観
光
に
は

欠
か
せ
な
い
存
在
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
宮
城
県
漁
協
松
島
支
所

青
年
研
究
会
と
松
島
町
商
工
会
青

年
部
な
ど
の
組
織
が
、
松
島
大
漁

か
き
ま
つ
り
in
磯
島
を
開
催
し
、

毎
年
十
一
月
に
人
工
島
磯
島
で
か

　

町
内
の
地
産
地
消
運
動
の
先
駆

け
と
な
っ
た
の
が
、
Ｊ
Ａ
仙
台
愛

ら
ん
ど
松
島
の
加
工
部
会
。
梅
ぼ

し
や
地
場
産
の
大
豆
を
利
用
し
た

み
そ
、
豆
腐
づ
く
り
を
は
じ
め
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
根
廻
地
区
の
女
性
が

中
心
と
な
っ
て
自
分
た
ち
が
生
産

し
た
農
産
物
や
加
工
品
を
販
売
す

る
直
売
所
「
ね
ま
わ
り
の
野
菜
畑
」

を
オ
ー
プ
ン
し
好
評
を
得
ま
し
た
。

　

そ
の
活
動
が
「
自
然
体
験
工
房

根
方
衆
」「
根
廻
転
作
組
合
」
へ

波
及
し
町
内
各
地
区
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
の
活
性
化
に
つ
な
が
り

ま
し
た
。
ね
ま
わ
り
の
野
菜
畑
の

皆
さ
ん
は
町
内
外
へ
の
イ
ベ
ン
ト

に
も
積
極
的
に
参
加
。
観
光
だ
け

で
は
な
い
松
島
の
も
う
一
面
を
Ｐ

Ｒ
し「
平
成
十
八
年
度
農
業
・
農
村

活
性
化
女
性
グ
ル
ー
プ
表
彰
」
で

宮
城
県
知
事
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

か
き
、
あ
さ
り
、
あ
な
ご
、
米
、
松
島
ト
マ
ト
、
野
菜
類
な
ど
、
松
島
に
は

た
く
さ
ん
の
魅
力
あ
る
食
材
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
松
島
で
生
産
さ
れ
た
も
の
を
松
島
で
消
費
し
、
地
域
活
性
化
に
つ

な
げ
よ
う
と
す
る「
地
産
池
消
」の
取
り
組
み
が
町
内
で
活
発
化
し
て
い
ま
す
。

　

松
島
の
豊
か
な
食
材
を
活
か
し
て
、
農
林
水
産
業
と
観
光
業
の
連
携
に
よ
り

地
域
の
魅
力
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

松
島
の
あ
ふ
れ
る
食
材
を
活
か
し
た
「
地
産
地
消
」
の
新
た
な
取
り
組
み
を

紹
介
し
ま
す
。

特集

地
産
地
消

〜
松
島
の
あ
ふ
れ
る
食
材
を
活
か
し
て
〜

▲年々規模が大きくなってきたまつの市

松
島
の
地
産
地
消
の

は
じ
ま
り
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き
の
販
売
や
焼
き
が
き
、
か
き
汁

の
試
食
な
ど
を
行
い
、
新
鮮
な
か

き
を
味
わ
っ
て
も
ら
え
る
場
を
提

供
し
て
い
ま
す
。

新
た
な
地
場
産
品
の
創
出

　
「
松
島
に
新
し
い
地
場
産
品
を
」

と
い
う
取
り
組
み
も
活
発
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。

　

上
幡
谷
転
作
組
合
で
は
転
作
田

か
ら
採
取
し
た
菜
種
で
菜
の
花
油

を
つ
く
り
販
売
を
始
め
ま
し
た
。
ま

た
、
菜
の
花
畑
を
観
光
資
源
と
し

て
地
域
活
性
化
と
循
環
型
社
会
も

視
野
に
い
れ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
農
林
水
産
物
を
生
産
し

地
産
地
消
に
取
り
組
む
Ｆ
・
Ｆ
磯

崎
と
町
内
の
宿
泊
施
設
な
ど
が
協

『松島あなご丼キャンペーン』
開催中

　仙台・宮城観光キャンペーン松島地区実行
委員会では「街角グルメ　松島名物あなご丼
キャンペーン」を６月から９月まで開催して
います。
　街角グルメ第１弾で好評だった、「松島か
き丼」キャンペーンに続く第２弾の企画で、
町内を中心とした14の飲食店が参加し、各
店が趣向をこらした自慢のあなご丼を提供し
ています。
　６月11日にはかきの里で発表会が開催さ
れ、あなご漁の見学や参加店舗のあなご丼の
展示、あなご調理の実演や試食会などが行わ
れ、観光関係者や漁業関係者、報道機関が参
加し舌鼓を打ちました。
　この日、あなご漁を行った高橋利徳（磯崎）
さんは「松島湾はあなごの生育に適していま
す。脂やうま味が凝縮しておいしいですよ」
と話していました。
●問合先　（社）松島観光協会　☎354-2618

力
し
て
酒
造
り
を
行
い
、
松
島
の

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
純
米
酒
「
い
や
す

こ
」
が
完
成
し
ま
し
た
。

宿
泊
施
設
で
の
取
り
組
み

　

町
内
の
宿
泊
施
設
で
は
宮
城
県

の
地
産
地
消
推
進
店
に
登
録
す
る

施
設
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

　

登
録
さ
れ
た
施
設
で
は
、
県
内

産
の
食
材
を
メ
イ
ン
と
し
た
料
理

の
提
供
や
朝
市
の
開
催
、
さ
ら
に

は
賞
味
会
な
ど
を
開
催
す
る
な
ど
、

地
産
地
消
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
宮
城
県
で
も
登
録
さ

れ
た
施
設
を
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
な
ど
で
広
く
Ｐ
Ｒ

し
、
普
及
に
努
め
て
い

ま
す
。
登
録
に
関
す
る

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.

foodkingdom
-m
iyagijp

ふ
る
さ
と
食
彩
給
食
推
進
委
員
会

　

今
年
の
三
月
に
学
校
給
食
で
の

地
産
地
消
を
推
進
す
る
た
め
「
ふ

る
さ
と
食
彩
給
食
推
進
委
員
会
」

が
組
織
さ
れ
ま
し
た
。
食
育
基
本

法
が
施
行
さ
れ
、
地
域
の
食
文
化

の
保
持
や
味
覚
の
発
達
の
観
点
な

ど
か
ら
も
、
地
産
地
消
の
取
り
組

み
と
連
携
し
、
特
色
あ
る
ふ
る
さ

と
給
食
を
目
指
し
、
地
場
産
食
材

の
利
用
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

今
後
の
課
題

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
さ
ら
に

魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を 

　

こ
れ
以
外
に
も
、
町
内
で
は
団

体
・
個
人
に
関
わ
ら
ず
地
産
地
消

の
取
り
組
み
が
た
く
さ
ん
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
各
団
体
や
各
産
業
が

円
滑
に
連
携
を
図
れ
る
よ
う
に
、

松
島
の
季
節
毎
の
農
産
物
・
海
産

物
や
地
場
産
品
に
つ
い
て
、
生
産

者
と
宿
泊
施
設
や
飲
食
店
で
実
際

に
料
理
に
携
わ
る
方
々
に
呼
び
か

け
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

　

そ
し
て
、
新
た
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
活
か
し
て
魅
力
あ
る
松
島
を

創
出
し
て
い
き
ま
す
。

松島の新鮮な幸を
松島のマルシェまつの市開催

　町の新鮮な海の幸、山の幸、加工品等を取
りそろえて販売しますので、ぜひご来場くだ
さい。
●日　時　６月28日（日）　午前９時～正午
●場　所　中央公民館駐車場
●問合先　産業観光課農林水産班
　　　　　☎354-5707

▲松島湾のあなごはおいしい

▲いやすこ ▲菜の花油

▲地場商品を活かした給食を目指します

▲昨年のまつの市の様子
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第
四
回「
松
島
検
定
」の
お
知
ら

　

今
年
十
月
か
ら
十
二
月
に
「
仙
台
・
宮

城
【
伊
達
な
旅
】
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
が
開

催
さ
れ
ま
す
。

　

松
島
を
訪
れ
る
お
客
様
に
対
し
て
、
地

元
の
人
が
地
元
の
言
葉
で
「
松
島
」
を
説

明
す
る
こ
と
が
「
お
も
て
な
し
」
の
第
一

歩
と
な
り
ま
す
。「
お
も
て
な
し
の
ま
ち

づ
く
り
」
を
目
ざ
し
、
松
島
検
定
を
開
催

し
ま
す
。

●
日
時　

七
月
二
十
三
日（
木
）

　

午
前
十
時
三
十
分
〜
正
午

●
会
場　

中
央
公
民
館

●
検
定
方
法

・
解
答
時
間　

四
十
五
分
間

・ 

設
問
五
十
問　

全
問
四
択
問
題　

番
号

で
解
答
す
る
。

●
合
格
認
定
等　

・ 

四
十
問
以
上
正
解
し
た
方
を
合
格
と
し

「
認
定
証
」
を
授
与
し
ま
す
。

・
受
検
・
認
定
と
も
無
料
で
す
。

●
申
込
締
切　

七
月
十
七
日（
金
）

●
申
込
方
法　

氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
住
所
、

年
齢
（
性
別
）、
電
話
番
号
を
明
記
し
、

郵
送
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
で

申
込
み
く
だ
さ
い
。

●
申
込
み
・
問
合
先

（
社
）松
島
観
光
協
会

☎
３
５
４
―
２
６
１
８

Ｆ
Ａ
Ｘ
３
５
４
―
６
１
９
６

Ｅ
メ
ー
ル　

info@
m
atsushim

a-kanko.com

「
日
本
三
景
の
日
」
記
念

松
島
・
お
客
様
感
謝
デ
ー

　

毎
年
七
月
二
十
一
日
は
、
日
本
三
景
の

名
付
け
親
・
林
春
斎
（
江
戸
時
代
の
儒
学

者
）
の
誕
生
日
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
日

本
三
景
の
日
」
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

三
景
各
地
で
は
、
こ
れ
を
記
念
し
た
催

し
が
行
わ
れ
ま
す
。
松
島
町
で
は
お
客
様

感
謝
デ
ー
と
し
て
、『
日
本
三
景
・
フ
リ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
』
な
ど
を
開
催
し
ま
す
。

● 

日
時　

七
月
十
九
日（
日
）、
二
十
日

（
祝
）　

午
前
十
時
〜
午
後
四
時

●
場
所　

グ
リ
ー
ン
広
場

●
内
容　

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

※ 

七
月
二
十
日
に
は
中
央
広
場
に
お
い
て
、

地
場
産
品
市　

松
島
の
マ
ル
シ
ェ
が
開

催
さ
れ
ま
す
。

●
問
合
先　
（
社
）
松
島
観
光
協
会

☎
３
５
４
ー
２
６
１
８　

奥の細道紀行320年記念事業
奥の細道紀行320年カードラリー

　俳聖松尾芭蕉が元禄２年（1689年）に江戸・
深川から東北への旅に出発して、今年で320年目
となりました。
　その節目の年を記念して、奥の細道にゆかり
のある28市町が参加し「奥の細道紀行320年カー
ドラリー事業」を実施しています。
　芭蕉・奥の細道にちなんだご当地ならではの
「ご当地カード」を配布しています。旅立ちの地
（東京荒川区または足立区）とむすびの地（大垣
市）を含む５箇所を訪れた方には「認定証」と「記
念品」の贈呈や抽選で各地の特産品が当たるな
ど、特典もあります。
　また、28箇所全てを訪れた方には特別賞が贈
呈されます。
　是非、芭蕉の訪れた足跡を辿

たど

ってみてはいか
がでしょうか。
●実施期間
　５月16日（土）～10月18日（日）
●ご当地カード配布場所
　松島町は（社）松島観光協会窓口で配布
● 認定証等配布場所　大垣市観光物産コーナー
ほか大垣市内観光案内所
●主催　奥の細道紀行320年記念実行委員会
●問合先　産業観光課商工観光班　☎354-5708

　宮城県では「富県宮城の実現」に向けた産業の振興に取
り組んでおり、富県宮城推進会議で、「地産地消に取り組
む県民運動」に関する宣言を行いました。この宣言を広く
周知し、地産地消の気運醸成に努めます。宣言文は次のと
おりです。

「地産地消に取り組む県民運動」に関する宣言
～県産品やサービス等の内需拡大に向けて～

　日本経済は、米国発の世界的な同時不況の影響を受け、
景気が急激に落ち込むとともに、大量の雇用調整が行われ
るなど大変厳しい状況にあり、宮城県の経済・雇用状況も
同様の状況に直面しております。
　このため、宮城県及び県内各市町村では、現在、国や関
係団体等と連携し、雇用の維持・確保や金融支援など、緊
急的な課題に全力で取り組んでいるところであります。
　しかし、宮城県の経済がこの不況を乗り越え、持続的に
発展していくためには、地産地消などによる一層の内需拡
大が不可欠であり、その経済効果が農林水産業や商業、製
造業などの産業全般、更には県民生活にあまねく波及する
ことが必要であります。
　こうしたことから、富県宮城推進会議では『「できること」
を「できる範囲」で、県内の生産者や商店街、企業などを
応援しよう！』を合言葉に、県産品・サービスなどの地産地
消に取り組む県民運動を進めていくことを宣言いたします。

富県宮城推進会議会長　丸森　仲吾

▲昨年の産業まつりでもフリーマーケットが好評で
した
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高
い
関
心
を
集
め
る
交
流

　

五
月
十
八
日
に
ロ
シ
ア
を
訪
問

し
た
伊
藤
副
知
事
は
ニ
ジ
ェ
ゴ
ロ

ド
州
の
シ
ャ
ン
ツ
ェ
フ
州
知
事
が

今
後
の
地
域
間
交
流
の
拡
大
と
相

互
協
力
の
発
展
を
確
認
す
る
共
同

宣
言
に
署
名
し
ま
し
た
。
日
本
や

ロ
シ
ア
の
報
道
機
関
が
多
数
訪
れ

記
者
会
見
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
高

い
関
心
を
集
め
て
い
ま
し
た
。

　

五
月
十
八
日
に
州
都
ニ
ジ
ニ
・

ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
で
「
宮
城
セ
ミ
ナ
ー

in
ニ
ジ
ェ
ゴ
ロ
ド
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

大
橋
町
長
は
画
像
な
ど
を
使
っ

て
松
島
を
紹
介
し
、
会
場
は
準
備

し
た
席
が
足
り
な
く
な
る
ほ
ど
大

盛
況
と
な
り
ま
し
た
。

国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
で

大
橋
町
長
が
講
演

　

五
月
十
九
日
に
ニ
ジ
ェ
ゴ
ロ
ド

州
の
常
設
見
本
市
会
場
で
開
催
さ

れ
た
「
国
際
産
業
フ
ォ
ー
ラ
ム
・

偉
大
な
る
川
」で
、大
橋
町
長
が﹇
松

島
の
観
光
と
文
化
、
松
島
湾
の
環

境
浄
化
に
つ
い
て
﹈
を
テ
ー
マ
に

講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
ロ
シ
ア
政
財
界
幹
部

や
現
地
の
マ
ス
コ
ミ
な
ど
が
多
数
訪

れ
、
大
橋
町
長
の
講
演
を
熱
心
に
耳

を
傾
け
て
い
ま
し
た
。
講
演
後
に
は
、

シ
ャ
ン
ツ
ェ
フ
州
知
事
を
は
じ
め
、

世
界
十
二
カ
国
か
ら
の
参
加
者
よ
り

大
き
な
賞
賛
を
受
け
ま
し
た
。

首
都
モ
ス
ク
ワ
で
も

「
松
島
」
を
Ｐ
Ｒ

　

五
月
二
十
一
日
に
首
都
モ
ス
ク

ワ
で
「
宮
城
セ
ミ
ナ
ー
in
モ
ス
ク

ワ
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

約
百
人
収
容
の
会
場
に
入
り
切

ら
な
い
ほ
ど
の
参
加
者
が
あ
り
、

ロ
シ
ア
側
か
ら
昨
年
来
町
し
た
ロ

シ
ア
連
邦
上
院
議
員
の
ポ
ド
レ
ソ

フ
外
交
副
委
員
長
や
ペ
ト
ロ
フ
・

ロ
シ
ア
商
工
会
議
所
副
会
頭
な
ど

が
出
席
し
ま
し
た
。

　

第
一
部
の
講
演
で
は
、
大
橋
町

長
が
「
松
島
が
ミ
シ
ュ
ラ
ン
の
三

つ
星
に
選
ば
た
観
光
地
で
す
。
松

島
に
も
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
」

と
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　

第
二
部
の
県
産
品
の
展
示
・
試

食
会
で
は
、
大
橋
町
長
が
ロ
シ
ア

語
で
作
成
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

参
加
者
に
配
り
松
島
を
Ｐ
Ｒ
し
ま

し
た
。

日
本
と
い
え
ば
「
松
島
」

と
Ｐ
Ｒ

　

今
回
の
訪
問
で
は
、「
協
力
の
発

展
に
関
す
る
共
同
宣
言
書
」
の
調

印
や
環
境
関
連
、
食
品
関
連
、
学

術
面
な
ど
、
様
々
な
交
流
が
行
わ

れ
ま
し
た
が
、
行
く
先
々
で
大
橋

町
長
が
「
松
島
」
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

随
行
し
た
県
の
担
当
者
も
「
今
回

の
訪
問
で
は
観
光
面
を
松
島
町
に

担
っ
て
も
ら
っ
た
の
で
、
日
本
と

い
え
ば
「
松
島
」
と
い
う
印
象
を

打
ち
出
せ
た
の
で
は
」
と
話
し
、

今
後
の
ロ
シ
ア
か
ら
の
観
光
客
増

加
に
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
し
た
。

■ニジェゴロド州
　人口336万人（2008年現在）
　モスクワの東約400キロに位置し、面積は7万
7千平方キロ（東北6県と新潟を足した程度）
州都ニジニ・ノヴゴロドは、自動車産業を中心と
する工業都市で、ロシアのデトロイトとも呼ばれ
ています。ソ連時代は外国人の立ち入りが禁止さ
れていた区域でした。
　この州との地域間交流は日本国内では宮城県
が初めてです。
　戯曲「どん底」で知られるゴーリキーの出身地で
90年までゴーリキー市と名付けられていました。

  大橋町長は、宮城県のロシア訪問団（団長／伊藤克彦県副知事）の一員として５月16日から24日までの９日間の
日程でロシア・二ジェゴロド州などを訪問しました。
　今回の訪問は、宮城県の行政、経済、学術など様々な分野から28名が参加し、これまでのニジェゴロド州との
交流をもとに、「宮城」を売り込むための相互協力を更に発展させることを目的に実施されました。
　大橋町長は、ロシアからの観光客を大勢呼び込むため、「松島」を積極的にＰＲしました。

宮城県ロシア訪問団

大橋町長がロシア・ニジェゴロド州を訪問し、「松島」をPR
5月16日～5月24日

宮
城
セ
ミ
ナ
ー
in

ニ
ジ
ェ
ゴ
ロ
ド
で
Ｐ
Ｒ

▲伊藤副知事を団長に、産・官・学の分野で相互協力
の可能性を話し合いました

▲国際フォーラム「偉大なる川」で「松島」をPR
する大橋町長

ニジェゴロド州
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心
温
ま
る
義
援
金

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

松
島
町
日
中
友
好
協
会（
髙
橋
辰
郎
会
長
）

で
は
、
五
月
四
日
に
四
川
大
地
震
で
大
き
な

被
害
を
受
け
た
四
川
省
仙
山
鎮
小
学
校
を
訪

れ
、「
が
ん
ば
れ
四
川
の
子
供
た
ち
」
の
義

援
金
を
届
け
ま
し
た
。

　

松
島
日
中
友
好
協
会
の
代
表
団
が
五
百
人

の
児
童
を
前
に
「
松
島
町
民
が
被
災
か
ら
一

日
も
早
い
復
興
を
願
っ
て
救
済
募
金
を
し
ま

し
た
」
と
伝
え
る
と
学
校
や
人
民
政
府
、
児

童
か
ら
感
謝
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

仙
山
鎮
小
学
校
で
は
、
三
階
建
て
の
校
舎

か
ら
事
務
用
品
に
至
る
ま
で
全
て
壊
れ
る
大

被
害
を
受
け
、
児
童
は
現
在
も
暗
い
プ
レ
ハ

ブ
校
舎
で
授
業
を
受
け
て
い
ま
す
。

Ｃ
Ａ
Ｐ
子
ど
も

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

　

六
月
八
日
か
ら
六
月
三
十
日
ま
で
各
小
学

校
で
Ｃ
Ａ
Ｐ
（
子
ど
も
暴
力
防
止
）
子
ど
も

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

Ｃ
Ａ
Ｐ
み
や
ぎ
の
皆
さ
ん
が
「
安
心
・
自

身
・
自
由
」
の
子
ど
も
の
権
利
を
奪
わ
れ
そ

う
に
な
っ
た
時
に
、
ど
の
様
に
権
利
を
守
る

の
か
を
人
形
劇
な
ど
で
実
演
し
、
児
童
は
実

際
に
劇
に
参
加
し
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
楽

し
み
な
が
ら
学
ん
で
い
ま
し
た
。

　

Ｃ
Ａ
Ｐ
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
暴
力
を
許
さ
な
い

社
会
を
つ
く
る
た
め
、
大
人
も
子
ど
も
も
自

分
と
他
者
の
人
権
の
大
切
さ
を
知
り
、
自
分

の
中
に
あ
る
自
身
と
勇
気
を
引
き
出
し
て
い

く
「
人
権
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
す
。

日
本
三
景
を
背
景
に

　

六
月
七
日
に
全
日
本
写
真
連
盟
な
ど
が
主

催
す
る
２
０
０
９
松
島
モ
デ
ル
大
撮
影
会
が

開
催
さ
れ
、
県
内
外
よ
り
約
二
百
人
の
写
真

愛
好
家
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

日
本
三
景
の
き
れ
い
な
景
色
を
背
景
に
モ

デ
ル
を
撮
影
し
よ
う
と
開
催
さ
れ
た
こ
の
大

会
は
、
今
年
で
二
十
四
回
を
迎
え
る
歴
史
あ

る
大
会
で
す
。

　

参
加
者
は
女
性
や
子
ど
も
の
モ
デ
ル
六
人

を
被
写
体
に
、
グ
リ
ー
ン
広
場
や
瑞
巌
寺
周

辺
な
ど
場
所
を
変
え
な
が
ら
、
雨
上
が
り
の

澄
ん
だ
空
気
に
包
ま
れ
た
松
島
で
シ
ャ
ッ
タ

ー
を
切
っ
て
い
ま
し
た
。

三
浦
地
区
の
有
志
で
板
碑
を
復
元

　

五
月
三
十
一
日
に
三
浦
地
区
の
有
志
十
五

人
が
地
区
内
に
古
く
か
ら
建
立
さ
れ
て
い
た

板
碑
五
基
の
復
元
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
復
元
し
た
板
碑
は
町
道
三
浦
線
の
工

事
の
際
に
移
設
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
地
域

の
歴
史
を
大
切
に
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら

有
志
の
方
々
が
元
々
建
立
さ
れ
て
い
た
場
所

付
近
に
戻
し
、
皆
さ
ん
が
お
参
り
し
や
す
い

よ
う
に
と
縁
石
な
ど
も
設
置
し
ま
し
た
。

　

三
浦
地
区
行
政
員
の
安
部
一
志
さ
ん
は
、

板
碑
は
地
区
の
歴
史
を
物
語
る
地
域
の
宝
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
で
大
事
に
し
て
い
き

た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

▲ワークショップを楽しみながら、子どもの権利を学びました

▲地域の宝として板碑を元の場所付近に復元

▲雨上がりで澄んだ空気の松島を背景に！

▲約500人の児童を前に義援金を手渡しました
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寄
付
・
寄
贈

中
央
公
民
館
へ

◆
小
笠
原
昭
二
さ
ん
（
高
城
）
よ
り

 

囲
碁
盤
一
台
、
将
棋
盤
一
台

社
会
福
祉
協
議
会
へ

◆
赤
間
廣
幸
さ
ん
（
本
郷
）
よ
り

金
一
万
円
、
電
動
ベ
ッ
ド
一
台
、
ポ
ー
タ
ブ

ル
ト
イ
レ
一
台

◆
社
団
法
人
塩
釜
法
人
会
女
性
部
会
よ
り

 

車
イ
ス
二
台

◆
中
里
大
さ
ん
（
松
島
）
よ
り

 

電
動
ベ
ッ
ド
一
台

◆
赤
間
軍
さ
ん
（
初
原
）
よ
り

 

歩
行
器
一
台

◆
日
本
舞
踊
松
宮
流
幸
扇
会　

宮
田
幸
子
さ

ん
よ
り

 

金
五
万
円

◆
ゆ
う
き
千
鶴
音
楽
事
務
所
よ
り

 

金
三
万
円

米
寿
お
め
で
と
う

（
六
月
の
敬
老
祝
い
金
贈
呈
者
）

◆
大
和
克
子
さ
ん
（
高
城
）

◆
髙
橋
あ
や
め
さ
ん
（
高
城
）

◆
岩
本
さ
つ
き
さ
ん
（
高
城
）

◆
佐
藤
静
江
さ
ん
（
本
郷
）

◆
安
部
さ
つ
き
さ
ん
（
手
樽
）

◆
尾
形
さ
つ
き
さ
ん
（
手
樽
）

宮
城
県
塗
装
組
合
連
合
会
塩
釜
支
部
が

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　

五
月
二
十
五
日
、
二
十
六
日
の
二
日
間
、

宮
城
県
塗
装
組
合
連
合
会
塩
釜
支
部
（
太
宰

昭
治
支
部
長
）
の
皆
さ
ん
が
、
華
園
児
童
公

園
の
遊
具
な
ど
の
ペ
ン
キ
塗
り
替
え
を
行
い

ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
一

環
と
し
て
二
市
三
町
内
で
毎
年
行
わ
れ
て
い

て
、
今
回
は
、
子
ど
も
た
ち
が
安
全
で
快
適

に
遊
べ
る
よ
う
に
と
、
児
童
公
園
の
遊
具
な

ど
の
塗
り
替
え
を
し
ま
し
た
。

　

公
園
を
訪
れ
た
子
ど
も
た
ち
は
、
職
人
さ

ん
の
腕
に
よ
り
見
違
え
る
よ
う
に
き
れ
い
に

な
っ
た
遊
具
で
、
と
て
も
楽
し
そ
う
に
遊
ん

で
い
ま
し
た
。

観
光
功
労
者
表
彰

　

六
月
十
七
日
に
仙
台
市
で
開
催
さ
れ
た
平

成
二
十
一
年
度（
社
）宮
城
県
観
光
連
盟
定
時

総
会
の
席
上
で
、（
社
）宮
城
県
観
光
連
盟（
村

井
嘉
浩
会
長
）
よ
り
松
島
善
意
通
訳
者
の
会

の
相
澤
多
惠
子
さ
ん
（
磯
崎
）
が
観
光
功
労

者
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
相
澤
さ
ん
は
、

松
島
善
意
通
訳
者
の
会
発
足
以
来
、
会
長
と

し
て
外
国
人
観
光
ガ
イ
ド
な
ど
を
行
い
、
松

島
町
の
国
際
観
光
振
興
に
貢
献
し
て
い
る
功

績
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
永
年
勤
続
者
と
し
て
、
加
藤
正
晴

さ
ん
（
花
ご
こ
ろ
の
湯　

新
富
亭
）、
瓜
生

勉
さ
ん
、
身
崎
信
之
さ
ん
、
神
宮
潤
一
さ
ん
、

浅
野
祐
市
さ
ん
、
澤
木
清
人
さ
ん
、
佐
藤
由

美
子
さ
ん
（
以
上
、
マ
リ
ン
ピ
ア
松
島
水
族

館
）
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

防
犯
功
労
者
表
彰

　

五
月
二
十
九
日
に
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
た
平
成
二
十
一
年
度
塩
釜
地
区
防

犯
協
会
連
合
会
定
期
総
会
の
席
上
で
、
防
犯

功
労
者
と
し
て
大
友
克
さ
ん
（
松
島
海
岸
防

犯
指
導
隊
）、
小
沢
慶
一
郎
さ
ん
（
磯
崎
地

区
防
犯
指
導
隊
）、
赤
間
す
み
ゑ
さ
ん
、
及

川
佳
子
さ
ん
、
池
田
み
さ
子
さ
ん
（
以
上
初

原
地
区
防
犯
指
導
隊
）、角
田
康
雄
さ
ん
（
北

部
地
区
防
犯
指
導
隊
）
の
六
人
が
、
防
犯
功

労
団
体
と
し
て
高
城
地
区
安
全
・
安
心
パ
ト

ロ
ー
ル
隊
、
磯
崎
地
区
防
犯
指
導
隊
が
菊
地

健
次
郎
会
長
（
多
賀
城
市
長
）
よ
り
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

　

表
彰
さ
れ
た
方
々
は
、
安
全
で
安
心
し
た

地
域
づ
く
り
の
た
め
防
犯
活
動
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
る
功
績
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

街
角
ス
ナ
ッ
プ

親
子
キ
ュ
ウ
リ
を
発
見

　

鹿
野
健
雄
さ
ん
（
上
竹
谷
）
が
自
宅

の
畑
で
偶
然
発
見
し
た
親
子
キ
ュ
ウ
リ
。

親
が
子
ど
も
を
抱
き
子
ど
も
キ
ュ
ウ
リ

が
親
に
甘
え
て
い
る
よ
う
で
す
。
ほ
ほ

え
ま
し
い
で
す
ね
。

▲表彰された皆さん

▲色鮮やかに塗装された遊具で子どもたちも楽しんでいます
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本
部
消
防
庁
か
ら
全
員
に
普
通
救
命
講
習
修

了
証
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
つ
し
ま
防
災
学
は
、
地
域
の
防
災
力
と

な
る
若
者
に
防
災
に
対
す
る
知
識
を
身
に
つ

け
て
も
ら
う
た
め
、
平
成
十
七
年
か
ら
授
業

の
一
環
と
し
て
、
町
内
の
小
中
学
校
で
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

六
月
七
日
に
松
島
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

（
郷
家
茂
樹
会
長
）
と
松
島
町
商
工
会
青
年

部
（
佐
藤
浩
樹
部
長
）
が
主
催
す
る
「
ワ
ク

ワ
ク
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ
ー
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

松
島
で
大
人
の
恋
物
語
を
テ
ー
マ
に
開
催

さ
れ
た
パ
ー
テ
ィ
ー
に
は
、
町
内
を
中
心
に

申
込
み
の
あ
っ
た
男
女
そ
れ
ぞ
れ
二
十
二
人

が
参
加
し
ま
し
た
。
初
め
は
緊
張
し
た
面
持

ち
の
参
加
者
で
し
た
が
、
司
会
者
の
軽
快
な

ト
ー
ク
で
次
第
に
緊
張
が
と
け
、
湾
内
を
ク

ル
ー
ジ
ン
グ
し
な
が
ら
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

ト
ー
ク
や
オ
ル
ゲ
ー
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
見

学
で
会
話
が
弾
ん
で
い
ま
し
た
。
ホ
テ
ル
の

会
食
で
は
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
ス
タ
ッ

フ
手
づ
く
り
の
ク
イ
ズ
や
ゲ
ー
ム
な
ど
を
楽

し
み
ま
し
た
。
そ
の
後
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ

り
成
立
し
た
カ
ッ
プ
ル
が
発
表
さ
れ
、
三
組

の
カ
ッ
プ
ル
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
「
町
内
で
働
い
て
い
る
と
な
か

な
か
出
会
い
の
場
が
な
い
の
で
、
今
回
の
パ
ー

テ
ィ
ー
で
は
い
ろ
い
ろ
な
方
と
交
流
が
で
き

て
楽
し
か
っ
た
で
す
ね
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

佐
藤
浩
樹
部
長
は
「
町
内
の
商
工
業
者
の

後
継
者
に
は
未
婚
の
方
が
多
い
の
で
、
こ
の

パ
ー
テ
ィ
ー
を
と
お
し
て
町
の
活
性
化
や
定

住
促
進
に
も
つ
な
げ
た
い
で
す
ね
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

地
域
の
防
災
力
に

　

昭
和
五
十
三
年
に
発
生
し
た
宮
城
県
沖
地

震
か
ら
三
十
一
年
目
の
六
月
十
二
日
、
松
島

中
学
校
で
は
ま
つ
し
ま
防
災
学
の
授
業
を
行

い
ま
し
た
。

　

一
年
生
は
、
役
場
総
務
課
環
境
防
災
班
の

職
員
か
ら
防
災
に
関
す
る
講
話
を
受
け
ま
し

た
。
そ
の
後
、
危
険
箇
所
や
想
定
さ
れ
る
災

害
な
ど
を
図
面
に
書
き
込
ん
で
対
策
を
話
し

合
う
図
上
訓
練
（
Ｄ
Ｉ
Ｇ
）
を
行
い
、
ゲ
ー
ム

感
覚
で
防
災
対
策
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

ま
た
、
二
年
生
は
建
築
士
会
ま
つ
し
ま
支

部
の
皆
さ
ん
や
役
場
建
設
課
施
設
管
理
班
の

職
員
か
ら
、
一
般
住
宅
の
簡
易
な
耐
震
診
断

の
方
法
を
学
び
ま
し
た
。

　

三
年
生
は
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
っ
た
救
急
救
命

講
習
を
受
講
し
ま
し
た
。
一
人
ひ
と
り
心
臓

マ
ッ
サ
ー
ジ
の
仕
方
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
操
作
方
法

を
体
験
し
、
塩
釜
地
区
消
防
事
務
組
合
消
防

松
島
で
大
人
の
恋
物
語

ワ
ク
ワ
ク　

カ
ッ
プ
リ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ
ー

▲ローテーショントークでお互いをPR

▲図上訓練（DIG）に取り組んだ一年生

▲松島湾の島々を眺めながら語り合う参加者

▲三年生はAEDの操作などを体験 ▲模型を使った耐震診断法を学んだ二年生
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宮
城
郡
中
学
校

総
合
体
育
大
会
結
果

団
体
二
種
目
で
優
勝

　

六
月
十
三
日
、
十
四
日
に
第
十
四
回
宮
城

郡
中
学
校
総
合
体
育
大
会
が
、
松
島
町
、
七

ヶ
浜
町
、
利
府
町
を
会
場
に
開
催
さ
れ
、

十
一
種
目
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
団
体
（
敬
称
略
）

優
勝　

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
（
四
連
覇
）、
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
女
子
（
三
連
覇
）

準
優
勝　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
男
子
、
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
男
子
（
優
秀
選
手　

赤
間
翔
太
）、

柔
道
男
子

第
三
位　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
男
子
、
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
女
子
、
剣
道
男
子
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
女

松
島
中
学
校
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

子（
優
秀
選
手　

丹
野
め
ぐ
み
）、
サ
ッ
カ
ー

◆
個
人
（
敬
称
略
）

第
一
位　

卓
球
女
子
・
松
樹
琴
乃
（
二
年
）、

剣
道
女
子
・
久
保
由
美
（
三
年
）、
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
女
子
ダ
ブ
ル
ス
髙
橋
明
佳
（
三
年
）・
丹

野
芽
依
（
三
年
）

第
二
位　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
男
子
シ
ン
グ
ル

ス
・
西
村
惇
（
三
年
）、柔
道
男
子
73
キ
ロ
級
・

松
谷
涼
平
（
二
年
）、
柔
道
男
子
66
キ
ロ
級
・

土
井
俊
幸
（
三
年
）

第
三
位　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
男
子
シ
ン
グ
ル

ス
・
鈴
木
宏
尚
（
三
年
）、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

男
子
ダ
ブ
ル
ス
・
兼
平
光
（
三
年
）、
飯
川

靖
之
（
三
年
）、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
女
子
ダ
ブ

ル
ス
・
岡
部
由
梨
（
三
年
）、
武
内
青
海
（
三

年
）、
柔
道
男
子
60
キ
ロ
級
・
角
田
寿
樹
（
三

年
）

体
育
協
会
総
会
表
彰

  

六
月
五
日
に
、
パ
レ
ス
松
洲
で
平
成

二
十
一
年
度
松
島
町
体
育
協
会
総
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
に
先
立
ち
、
平
成
二
十
年
度
に
ス
ポ
ー

ツ
で
活
躍
さ
れ
た
個
人
、
団
体
へ
の
表
彰
が
あ

り
、
内
海
勝
洋
会
長
か
ら
表
彰
状
（
功
労
）
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

髙
橋
清
吾
さ
ん
（
高
城
）

　

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
鹿

児
島
大
会
の
ゲ
ー
ト
ボ

ー
ル
の
部
に
お
い
て
松

島
チ
ー
ム
を
ベ
ス
ト
８

に
導
き
ま
し
た
。

賢い消費者になるために　～消費生活PRコーナー～

クーリング・オフ（・・・契約しちゃった！でも・・・）
　契約はいったん成立すると一方の都合で止めることはできません。しかし、訪問販売や電話などで突然勧誘
されて、消費者が十分な情報や冷静に考える余裕もないまましてしまった商品やサービスの契約を後でやめた
いと思ったとき、一定期間内であれば無条件で契約を解除できる制度が「クーリング・オフ」です。

クーリング・オフの方法
● 契約書を受け取ってから基本的に８日以内（マルチ商法等は20日間）
● ハガキに書いて通知する。両面をコピーして保存し「配達記録郵便」か「簡
易書留」で出す。
● クレジット契約をしている場合はクレジット会社にも同じように出す。
● 違約金などを請求されることはなく、既に払ったお金があれば返金される。
●商品を送り返すときの費用は事業者が負担する。
● 事業者が「クーリング・オフできない」などとウソをついた
　ときは、期間が過ぎていてもクーリング・オフができます。

●相談日　毎週火・木曜日　午前９時～午後４時30分　●相談窓口　産業観光課商工観光班　消費生活相談員　☎354-5708
※毎月第１火曜日（午前10時～午後３時）は勤労青少年ホームで相談を受けます。

もし、事故や被害にあってしまったら？
　クーリング・オフができないケースもありますが、ク
ーリング・オフができない人もあきらめないで！未成年
者契約や、消費者契約法によって取り消しができる事も
あります。消費生活センターに相談しましょう！

　全国中学校ソフトボール大会で二年連続
のベスト８の快挙を成し遂げました。

契
約
解
除
通
知

私
は
、
貴
社
と
次
の
契
約
を
し
ま
し
た
が
解
除
し
ま
す
。

契
約
年
月
日

販
売
会
社
名
・
担
当
者
名

商
品
名

契
約
金
額

す
で
に
払
っ
た
代
金
○
○
円
を
す
ぐ
に
返
し
て
く
だ
さ
い
。

商
品
は
早
く
引
き
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　

年　
　

月　
　

日

　
　
　
　
　
　

住　
　

所

　
　
　
　
　
　

氏　
　

名

契
約
解
除
通
知

私
は
、
貴
社
と
次
の
契
約
を
し
ま
し
た
が
解
除
し
ま
す
。

契
約
年
月
日

販
売
会
社
名
・
担
当
者
名

商
品
名

契
約
金
額

す
で
に
払
っ
た
代
金
○
○
円
を
す
ぐ
に
返
し
て
く
だ
さ
い
。

商
品
は
早
く
引
き
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　

年　
　

月　
　

日

　
　
　
　
　
　

住　
　

所

　
　
　
　
　
　

氏　
　

名
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遊
ぼ
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楽
し
も
う

学
ぼ
う

12

競
技
結
果
（
優
勝
）

フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
の
部　

　

本
郷
分
館

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
の
部　

　

磯
崎
分
館

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
部

Ａ
コ
ー
ト　

初
原
分
館

Ｂ
コ
ー
ト　

手
樽
分
館

教
育
メ
デ
ィ
ア
研
修
募
集

　

動
画
・
写
真
等
の
編
集
技
術
を

学
び
ま
す
。

●
日
時　

七
月
二
十
九
日
（
水
）

か
ら
七
月
三
十
一
日
（
金
）

午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
三
十
分

●
場
所　
塩
竈
市
視
聴
覚
セ
ン
タ
ー

●
受
講
料　

一
千
円

●
対
象　

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
を
持

参
で
き
る
方
（W

IN
D
O
W
S X
P

以
上
）

　

当
日
は
前
日
ま
で
の
雨
が
あ
が

り
晴
天
に
恵
ま
れ
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
が
悪
い
な
が
ら

も
、
参
加
者
は
思
い
っ
き
り
体
を

動
か
し
て
い
ま
し
た
。

　

ペ
タ
ン
ク
と
ユ
ニ
カ
ー
ル
が
体

験
で
き
る
自
由
参
加
の
部
で
は
、

コ
ツ
を
教
わ
り
な
が
ら
初
挑
戦
し

て
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
気

軽
に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
め
る
イ
ベ

ン
ト
、
町
民
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ

大
会
が
六
月
七
日
に
松
島
町
運
動

公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
内
の
十
二
分
館
か
ら
選
手
や

応
援
団
な
ど
約
五
百
人
が
集
ま
り
、

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
交
流
を
深
め

ま
し
た
。

松
島
博
物
館
探
訪
第4巻

　

最
後
は
、「
三
引
両
」
で
、

伊
達
家
の
始
祖
朝と

も
む
ね宗
が
、
源
頼

朝
よ
り
賜
っ
た
も
の
で
、
仙
台

市
の
市
章
は
こ
れ
か
ら
考
案
し

ま
し
た
。

　

家
紋
は
、
特
定
の
一
族
や
家

の
標
識
と
し
て
発
達
し
、
最
初

は
平
安
時
代
の
公
卿
が
輿こ
し

や
車
、

衣
服
に
使
い
ま
し
た
。

　

写
真
の
右
か
ら
順
に
一
つ
目

は
「
竹
に
雀
」
で
、
越
後
の
上

杉
定さ
だ
ざ
ね実

が
、
伊
達
稙た

ね

宗む
ね

の
三
男

実さ
ね
も
と元
を
嗣し

子し

に
す
る
際
に
引
出

物
に
し
ま
し
た
。
伊
達
氏
親
子

の
争
い
で
嗣
子
に
な
れ
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
家
紋
は
伊
達
家
で

使
い
ま
し
た
。
竹
の
幹
を
環
状

に
し
、
中
に
雀
を
配
し
て
竹
の

葉
に
露
点
が
あ
り
ま
す
。
伊
達

宗
家
の
家
紋
で
す
。

　

次
に
二
つ
目
は
、「
近
衛
牡

丹
」
で
す
。
四
代
藩
主
綱
村
の

時
に
、
近
衛
家
か
ら
拝
領
し
ま

し
た
。
五
代
藩
主
吉
村
の
時
代

に
改
造
し
て
葉
が
蟹
の
足
の
よ

う
に
延
び
、
花
弁
も
丸
く
な
り

ま
し
た
。

　

さ
ら
に
三
つ
目
は「
九
曜
紋
」

で
、
仙
台
藩
祖
政
宗
が
細
川
家

の
家
紋
を
所
望
し
た
も
の
で
す
。

　

四
つ
目
は
、「
雪
薄す
す
き

」
で
す
。

政
宗
か
ら
用
い
、
伊
達
家
特
有

の
も
の
で
す
。
政
宗
が
初
陣
の

時
、
こ
れ
の
旗
を
使
い
ま
し
た
。

町
民
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
大
会

▲ナイスショット（ゲートボール）

▲やっと入った～（グラウンドゴルフ）

▲５つの伊達家家紋　右から「竹に雀」「近衛牡丹」「九曜紋」「雨薄」「三引両」

伊
達
家
家
紋

▲もうちょっとでキャッチできたのに～（フライングディスク）
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話題の本

「空飛ぶタイヤ」
池井戸　潤　著

　１組の母子を襲ったのはトレ
ーラーのタイヤだった。母親は
死亡。当初運送会社の整備不良
が原因と見られていたが、同様
の事故を起こしていた自動車メ
ーカーの再「リコール隠し」の
要因が出てきた・・・。
　取り巻く人間たちのそれぞれ
の視点で事故の真相を追究して
いく。とりわけ、運送会社社長
の赤松が部下や家族を守るため
多くの難局に立ち向かい、信念
を貫く姿は勇気を与えられる。

今月の新刊
「パラドックス13」
 東野圭吾　著
「仮想儀礼」 篠田節子　著
「猫を抱いて象と泳ぐ」
 小川洋子 著
「犯罪小説家」 雫井脩介　著
「極北クレイマー」 海堂尊　著
「ポトスライムの舟」 
 津村記久子 著

おはなし会
■日時・場所
  次回は7月18日（土）の夏休
みスペシャルです。
10：30～　集会室

図　書　室
■平　日　9:00～17:00
■土・日・祝日 10:00～16:00
■休館日　月曜日、月曜日が
　　　　　祝日の場合は翌日
■問合先　勤労青少年ホーム
　　　　　☎354-4036

本の宝箱

和
三
十
一
年
〜
昭
和
三
十
九
年
ま
で

の
映
画
ポ
ス
タ
ー
で
す
。

●
展
示
期
間　

第
一
弾
「
大
映
シ

リ
ー
ズ
」
七
月
三
十
日
ま
で　

第

二
段
「
松
竹
シ
リ
ー
ズ
」
八
月

三
十
日
ま
で　

第
三
段
「
東
映
シ

リ
ー
ズ
」
九
月
三
十
日
ま
で

午
前
九
時
〜
午
後
五
時
ま
で

※
各
シ
リ
ー
ズ
六
十
点
を
展
示

●
問
合
先　

中
央
公
民
館

☎
３
５
３
│
３
０
３
０

品
井
沼
干
拓
資
料
館
開
放

日
の
お
知
ら
せ

　

七
月
の
一
般
開
放
日
は
三
日

（
金
）、十
日
（
金
）、十
七
日
（
金
）、

二
十
四
日
（
金
）、三
十
一
日
（
金
）

と
な
り
ま
す
。

　

予
約
無
し
で
見
学
で
き
ま
す
。

　

お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ

い
。

●
開
放
時
間

午
後
一
時
〜
午
後
五
時

●
問
合
先

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
班

☎
３
５
４
│
５
７
１
４

懐
か
し
の
映
画
ポ
ス
タ
ー

展
　

中
央
公
民
館
で
は
、
二
階
ホ
ー

ル
を
利
用
し
て
、
懐
か
し
の
映
画

ポ
ス
タ
ー
展
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

展
示
し
て
い
る
の
は
、
旧
松
島
駅

近
く
の
初
映
館
が
所
有
し
て
い
た
昭

●
締
切　

七
月
二
十
四
日
（
金
）

●
申
込
み　

中
央
公
民
館

☎
３
５
３
│
３
０
３
０

16
ミ
リ
映
写
機
操
作
技
術

講
習
会
参
加
者
募
集

　

16
ミ
リ
映
画
の
普
及
を
図
る
た

め
、
映
写
機
の
操
作
技
術
に
つ
い

て
講
習
会
を
開
催
し
、
学
科
及
び

実
技
検
定
に
合
格
し
た
方
に
は
認

定
証
を
交
付
し
ま
す
。

●
日
時

七
月
十
五
日（
水
）〜
十
六
日（
木
）

午
後
五
時
三
十
分
〜
午
後
九
時

●
場
所

多
賀
城
市
中
央
公
民
館
（
多
賀
城

市
文
化
セ
ン
タ
ー
内
）

●
受
講
料　

五
百
円

●
対
象　

高
校
生
以
上

●
締
切　

七
月
八
日
（
水
）

●
申
込
み
・
問
合
先

松
島
町
中
央
公
民
館

☎
３
５
３
│
３
０
３
０

　夏休みをマリンスポーツでおもいっきり楽しみませんか。カヌー
やバナナボートの試乗体験イベントの参加者を募集します。

B&Gマリンスポーツフェスティバル
参 加 者 募 集

●期日　8月11日（火）
　 午前10時～午後3時30分
●会場  登米市迫B&G海洋センター
●募集定員　10名
●対象　小学4年生～6年生
●集合等
　午前8時に松島町B&G海洋センターに集合。職員が送迎します。
　松島町B&G海洋センターへは午後4時30分頃に到着します。
●参加費　1人800円（昼食代、保険代、参加記念品代）
●申込み　7月15日（水）までにスポーツ振興センターに申込みください。
　電話可
●問合先　スポーツ振興センター　☎354－4485

▲昭和の時代を代表するスターがご覧になれます
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　「美遊」ではトレーニングジム利用者講習会を実施し
ています。
 （トレーニングジムを利用するには、講習会の受講が必
要です）（高校生以上）
 4日（土）午後6時～、
 9日（木）午後7時～、 10日（金）午前10時30分～
 24日（金）午後6時～、 25日（土）午後7時～
 27日（月）午後1時30分～、
　受付は電話でも仮受付しますが、申請受付は温水プ
ールで直接行います。
　申請の際は、3カ月以内に写した本人の写真（縦3cm
×横2.5cm）2枚をご持参ください。　
　なお、各時間帯の受講者数はおおむね10人（先着順）
です。講習会時は上靴と運動のできる服装をご持参く
ださい。

　学校の長期休業期間7月21日～8月25日（夏休み期
間）に限り、通常の月曜休館日を開館（全施設）します。
　また、7月1日～8月30日までの開館時間が午前9時
となります。
　暑い夏こそ運動で夏バテ予防に努めませんか。どう
ぞご利用ください。

　温水プール全施設を無料で利用できます。どうぞご
利用ください。
無料の日　7月20日（月）海の日

6日（月）、13日（月）
●問合先　スポーツ振興センター　☎354－4485

７月のトレーニングジム
登録講習会のお知らせ

温水プール ｢美遊｣ 休館日
及び開館時間のお知らせ

温水プール ｢美遊｣ 無料の日のお知らせ

7月の休館日のお知らせ

　松島町では、介護予防事業として65歳以上の方を対象に、温水プール美遊において「健康水泳体操教室」を実施してい
ます。昨年度は水中エアロビクス教室、水中ウォーキング教室、楽らくエアロビクス教室の3つの教室を行い、年間で188人
（延べ1,248人）の参加がありました。専任のインストラクターの楽しくて元気の出る指導のもと、いきいきと運動する姿が
毎回みられました。各教室の最終回に参加した23人の方にアンケートをお願いしましたので、その結果をお知らせします。

  今年度の健康水泳体操教室がはじまりました。
からだにやさしい水中運動や楽しいリズム体操など、65歳以上の方ならどなたでも気軽に参加できる内容です。
温水プール美遊に一度見学に来てみませんか？
水中ウォーキング教室、水中エアロビクス教室は温水プールで、楽らくエアロビクス教室は2階スタジオで行っています。

＜参加者の感想・意見より＞
・とても楽しく、今後も続けて欲しい。
・広い場所で思いっきり動けることが楽しい。
・講師の指導が大変よく、これからも受けたい。
・教室のある日が楽しみ。
・健康を維持するのは継続が大事。
・血圧測定だけでなく、身体計測もしてほしい。
●問合先　町民福祉課健康長寿班
（保健福祉センター内）
☎355－0666

Q．あなたは健康水泳体
操教室にいつから参
加しましたか。

好評でした！ 健康水泳体操教室

H20年度から
30.4%

H19年度から
69.6%

Q．教室の内容はどうでしたか。

よくなかった
0%

楽しい、すごく元気、動きがラク、快
い疲れ、ストレス解消、自分にあう、
水に慣れた、仲間ができた、日頃の運
動不足解消、体調がよくなった、他

よかった
100%

Q．教室に参加して、からだの調子
はいかがですか。

よくなった
91.3%

からだの痛みがなくなった、からだが軽
くなった、風邪をひかなくなった、体力が
ついた、体重が減った、血糖値が安定した、
からだを動かすことを意識した、他

わるくなった
0%

かわらない
8.7%

利用して
いない
43.5%

Q．教室以外にも温水プ
ールの施設を利用し
ますか。

利用して
いる
56.5%

平均　月４回利用

Q．教室に参加してみて、どうでしたか。

いっしょに運動できる仲間が増えた
からだが軽くなった

週１回出かける楽しみができた
動くことはきもちがよいとわかった

体力がついた
つまづいたり転んだりしなくなった

若返ったような気がする
家でもからだを動かすようになった

ストレス解消ができた

87.0
87.0

73.9 
73.9

56.5
43.5

30.4
21.7

4.3

（％）
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松島町温水プール美遊各種教室参加者募集

水中ウォーキング教室〈全8回コース〉
●期日　8月1日(土)、8月8日(土)、8月22日(土)、

8月29日(土)、9月5日(土)、9月12日(土)、
9月19日(土)、9月26日(土)

●時間　午後1時30分～午後3時
●参加料　4,000円（8回分）
※歩行プールでのウォーキングで水に慣れた後、25ｍプ
ールでいろいろなウォーキング、ストレッチなどの水
中運動を行います。

水中エアロビクス教室〈全8回コース〉
●期日　7月28日(火)、8月4日(火)、8月11日(火)、

8月18日(火)、8月25日(火)、9月1日(火)、
9月8日(火)、9月15日(火)

●時間　午前10時～午前11時30分
●参加料　4,000円（8回分）
※25mプールを使って、水中でのストレッチ、ジャンプ、
ステップ、筋力アップのための水中運動を行います

楽らくエアロビクス教室〈全8回コース〉
●期日　7月16日(木)、7月23日(木)、7月30日(木)、8月6日(木)、

8月20日(木)、8月27日(木)、9月3日(木)、9月10日(木)
●時間　午前10時～午前11時30分
●参加料　4,000円（8回分）
※スタジオまたはシルバートレーニングルームを使って、音楽にあわせて
リズムダンス＆ウォーキング、ボール体操など柔軟性と筋力アップのた
めの体操を行います。

7月募集の各種教室お知らせ
募集  7月11日（土）午前9時30分からの温水プール美遊で募集開始します
●問合先　スポーツ振興センター　☎354-4485

成人水泳教室夜の部
　暑い夏だからこそプールで運動しませんか。泳げるよ
うになって運動の幅をひろげましょう。基礎指導を主と
した夜間の水泳教室です。
●実施日　7月22日（水）、29日（水）、8月5日（水）、
　　　　　12日（水）、19日（水）、26日（水）、
　　　　　9月2日（水）、　9日（水）

すべての教室
●場所　温水プール「美遊」
●対象者　65歳以上の方
　　　　　（先着15人まで）
●申込み　7月10日（金）まで
●申込み・問合先
　町民福祉課健康長寿班
　☎355-0703

プールでの教室

夏休み小学生水泳教室
　夏休み期間中に開催する短期集中型水泳教室です。レベ
ル、時間に合わせて指導します。
●実施日　7月27日（月）、31日（金）
　　　　　8月3日（月）、7日（金）、10日（月）
　　　　　14日（金）、21日（金）、24日（月）
●募集対象　小学生
●時間　1部　午前10時15分～午前11時5分
　　　　2部　午前11時5分～午前11時55分
●定員と内容
　1部・初級の部（10名）、中級の部（10名）
　2部・初級の部（10名）、中級の部（10名）
初級の部　泳ぎの基礎を指導します。
中級の部　4泳法の基礎を指導します。
●指導者　猪股慎一、高橋枝里子
●参加料　1人 3,000円（8回分）

毎月11日は “健康の日
　『毎月11日を健康の日』として、健康づくりのための
運動教室を実施しています。
　7月の予定は下記のとおりです。9月の特定健診にむ
けて、ぜひ、あなたも参加してみませんか？

●日時　7月11日（土）　午前10時～午前11時30分
●場所　松島町温水プール（美遊）
●内容　水中エアロビクス
　　　　（水着と水泳帽の用意をお願いします）
●参加費
　500円（券売機でプール利用券を購入してくださ
い。）

●申込み
　7月10日（金）まで、電話でお申込みください。
　☎355－0703
　保健福祉センター内（健康づくり担当まで）
　※8月の「健康の日」は8月11日（火）となります。

●募集対象  成人一般
●定員  10名
●内容  基礎から25m完泳を目標に指導します。
●指導者  高橋枝里子
●参加料  1人4,500円（8回分）
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平成21年度受講生募集
●対象　県内在住の主に60歳代前
半層の在職中でなく雇用・就業
を希望される方
●講習予定科目と講習日数
①訪問介護員２級養成研修（22日間）
②育児・保育従事者養成セミナー
（12日間）
③マンション管理業務技能講習
（10日間）
④高齢者給食・配食サービス提供
者養成セミナー（９日間）
⑤ハウスクリーニング技能講習
（８日間）
⑥オフィスクリーニング技能講習
（７日間）
⑦警備保障技能講習（７日間）
⑧フォークリフト運転技能講習
（６日間）
⑨緑地・庭園管理技能講習（５日間）
⑩住宅総合メンテナンス技能講習
内装コース（５日間）
●受講料　無料
●その他
　講習期間、講習地などの詳細は
下記にお問い合せください。
●問合先　（社）宮城県シルバー人
材センター連合会

　☎797-8035

●試験日　８月９日（日）
●採用予定者数　大学の部、高校
の部ともに10名
●受験資格
　【大学の部】昭和58年４月２日～
昭和63年４月１日までに生まれ
た者（平成22年３月卒業見込み
を含む）
　【高校の部】昭和63年４月２日～
平成４年４月１日までに生まれ
た者（平成22年３月卒業見込み
を含む）
●申込期間
　７月13日（月）～７月24日（金）
●申込み・問合先　塩釜地区消防
事務組合消防本部総務課人事教
養係　☎361-1624

　宮城県では、警察官B採用試験
を実施します。受験申込期間は７
月31日（金）～８月28日（金）です。
　申込書は塩釜警察署、お近くの
交番、駐在所でお渡しします。
●資格　高等学校卒業程度の学力
のある方及び平成22年３月31
日までに卒業見込みの昭和51年
４月２日から平成４年４月１日
までに生まれた方）
●試験日　第一次９月20日（日）
●申込期限　８月28日（金）消印　
有効

●問合先　県警採用フリーダイヤル
　☎0120-204-606
　または、お近くの警察署、交番、
駐在所へ

一般曹候補生
●資格　18歳以上27歳未満の方
●受付期間　８月１日～９月11日
●試験（１次）　９月19日
２等陸・海・空士（男子）
●資格　18歳以上27歳未満の方
●受付期間　通年
●試験　受付時にお知らせします。
２等陸・海・空士（女子）
●資格　18歳以上27歳未満の方
●受付期間　８月１日～９月11日
●試験　９月27日、28日
航空学生
●資格　高卒（見込含む）21歳未満
の方

●受付期間　８月１日～９月11日
●試験（１次）　９月23日
●問合先　自衛隊宮城地方協力　
本部石巻地域事務所
　☎0225-83-6789

　宮城県では、統計グラフ作品を
募集しています。
●テーマ　自由（ただし、小学４
年生以下は児童が観察した結果
をグラフ化したもの）
●部門　①小学校１・２年生の部
　②小学校３・４年生の部 ③小学
校５・６年生の部 ④中学生の部
⑤高校生及び学生・一般の部 ⑥
パソコン統計グラフの部
●規格　72.8㎝×51.5㎝（Ｂ２判）
●募集　９月１日（火）
●問合先　宮城県企画部統計課
　☎211-2451

歯科休日診療　（受付：午前９時～午後３時）

7月 5日（日）城南歯科クリニック 多賀城市城南1丁目19-22 ☎（389）2008
7月12日（日）森の風歯科クリニック 多賀城市高崎3丁目11-22 ☎（309）1855
7月19日（日）こぐえ歯科クリニック 塩釜市旭町18-11 ☎（365）3728
7月20日（祝）ささき歯科クリニック 多賀城市中央1-16-17 ☎（389）1777
7月26日（日）ファミリア歯科 松島町高城字町147-6 ☎（355）6860
8月 2日（日）相沢歯科医院 塩釜市尾島町22-18 ☎（362）2952

募　集

忘れていませんか？
プレミアム商品券の使用
期限は7月31日です
　プレミアム商品券の使用期限
は７月31日までです。期限を過
ぎると使用できませんのでご注
意ください。
●問合先　松島町商工会
　☎354-3422

消防職員募集 自衛官募集

 統計グラフコンクール作品募集

－ヤングシルバーの皆さんの
雇用・就業を応援します－

警察官B採用試験

社団法人

松島町シルバー人材センター
宮城県宮城郡松島町高城字浜1番地の3
TEL022-353-4505・FAX022-353-4506
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●日時　毎月第2・第4木曜日
　7月9日（木）、7月23日（木）
　午前10時から正午まで
●場所　塩釜保健所　
●問合先
　塩釜保健所　☎363-5505

　町税は、便利で忘れない、しか
も安心な口座振替を利用しましょ
う。
今月の納税
●納期　7月31日（金）
●固定資産税　２期（普通徴収分）
●国民健康保険税　４期
●問合先
　課税については税務班
　☎354-5703
　納付については特別滞納整理室
　☎354-5913

　母子父子家庭等の方々が生活上
抱えている問題について、弁護士
に相談することができます。事前
に予約が必要です。
●相談日　７月16日（木）
●場所　宮城県母子福祉センター
●問合せ
（財）母子福祉連合会
☎256-6512

　中退共制度は、中小企業で働く
従業員のための外部積立型の国の
退職金制度です。
　安全・確実な中退共制度をぜひ
ご利用ください。
□適格退職年金制度からの移行先
です。
□掛金の一部を国が助成します。
□掛金は全額非課税です。
□管理が簡単です。
□掛金以外の経費がかかりません。
●詳しくはホームページを！
http://chutaikyo.taisyokukin.go.jp/
●問合先　独立行政法人勤労者退
職金共済機構　中小企業退職金
共済事業本部

　☎03-3436-0151

　在宅でご家族を介護している方
を対象に交流会を開催します。実
際に介護している方にしか分から
ない気持ちや悩みがあります。き
っと、これからの介護の力となる
お話や役に立つ情報を聞けるはず
です。
　お気軽にご参加ください。
●開催日　７月９日（木）
●時間　午前10時～午前11時30分
●場所　ふれあいの家（高城）
●定員　６～８人程度
●内容
・日頃の介護についての情報交換
・介護保険などの情報提供など
●問合先　松島町地域包括支援セ
ンター　☎354-6525

　外国人雇用はルールを守って適
正に！
　雇い入れ・離職の際の届出と適
切な雇用管理は事業主の責務です。
●問合先
　ハロワーク塩釜　☎362-3361

●日時　７月７日（火）、８月４日（火）
　午前10時～午後３時
●場所　勤労青少年ホーム
●相談担当者　人権擁護委員・行
政相談委員・消費生活相談員

●問合せ
町民福祉課福祉班　☎354-5706、
企画調整課まちづくり支援班
☎354-5702、
産業観光課商工観光班
☎354-5708

　高齢者およびその家族の方々な
どを対象として、離婚問題・多重
債務・相続などの法律問題に弁護
士が電話で相談に応じます。相談
は無料・秘密は守ります。事前に
ご予約ください。
●相談日時　７月29日（水）、30日
（木）午前10時～午後３時
●問合先　宮城県社会福祉協議会総
合相談センター　☎222-1165

　国保の方で、７月２日～８月１
日で70歳になる方へは、高齢受給
負担割合を記載した国民健康保険
被保険者証を郵送で交付します。
　今までは、病院にかかる際に被保
険者証と高齢受給者証を２枚窓口で
提示しましたが、８月からは被保険
者証と一緒になります（詳しくは18ペ
ージ国民健康保険被保険者証の一斉
更新の記事をご覧ください）。今回新
しく受給者証の交付を受ける方、現
在受給者証をお使いの方も８月から
は受診の際は、被保険者証（兼高齢
受給者証）を窓口にご提示ください。
　現在受給者証をお使いの方は、
有効期限（平成21年７月31日）が
切れたら役場に返却してください。
●問合先　町民福祉課町民サービス班
　☎354-5705

お知らせ

犬・猫引き取り日

納税は口座振替で！

事業主の皆さまへ

弁護士による特別電話相談

介護者交流会の開催

人権なんでも相談・行政相談・
消費生活相談合同相談所

母子父子家庭等特別相談

中小企業事業主の皆さま
退職金の準備は万全ですか？

国民健康保険高齢受給者証の
交付及び更新について
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　国民健康被保険者証の更新については、広報まつしま６月号でお知らせしましたが、８月からはこのような保険証にか
わります。なお、保険証は、これまでの窓口での交換ではなく、今月下旬に世帯主様あてに郵送での交付となります。

国民健康保険被保険者証の一斉更新について

　70歳未満の方（70歳から74歳未満の方については、その方の世帯が住民税非課税世帯に限る）については、
入院の際に「限度額適用認定証」（上位所得者・一般所得者）または「限度額適用・標準負担額減額認定証」（住
民税非課税世帯）を提示することで、医療機関への支払が自己負担限度額までとなります。
　事前に役場国保の窓口で交付申請をしてください。
　入院時に「限度額適用認定証」または「限度額適用・標準負担額減額認定証」の提示がない場合は、一旦医
療機関で全額支払うことになりますが、後から高額療養費の申請をしていただくことにより、自己負担限度額
を超えた分が払戻されます。
※高額療養費の申請については、役場からご連絡します。
●認定証の申請の際に必要なもの　国民健康保険被保険者証、印鑑をご持参ください。
　なお、現在認定を受けている方については、（認定証の）有効期間は平成21年7月31日までです。
　現在、この認定証をお使いの方で、8月1日以降も引き続き入院のため、認定証が必要な場合は新たに申請
願います。

●問合先　町民福祉課町民サービス班　　☎354－5705

入院の際の限度額適用認定証の交付について

※社会保険に加入された方でまだ国保資格喪失の手続き
をされていない方は、被保険者証・社会保険証と印鑑
をご持参のうえ、役場町民福祉課町民サービス班での
手続きが必要です。

●問合先　町民福祉課町民サービス班　☎354-5705

（改正点）
①１世帯１枚の保険証から１人１枚のカード化された
保険証に変わります。

②保険証のカード化に伴い、遠隔地被保険者証がなく
なります。学生特例（マル学の方）を必要な方は、
在学証明書、印鑑と保険証をご持参のうえ、役場町
民福祉課国保窓口で申請してください。

70～74歳未満の方の
被保険者証（見本）

今までは、病院等に受診の際には、被保険者証と高齢受
給者証を２枚窓口に提示していましたが、今回からは保
険証と高齢受給者証が一緒になり１枚の提示になります。

70歳未満の方の被保険者証（見本）

制度改正により、本来は窓口での負担
割合は2割ですが、平成21年4月から
平成22年3月まで1割負担に据え置きと
なります。

窓口での負担割合が１割負担の方窓口での負担割合が３割負担の方
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●保険証の更新について
　長寿医療制度の保険証は、8月1日が更新日になっていま
す。新しい保険証は、7月25日頃までに個別に郵送します。
　今回の更新に伴い、保険証の色が、これまでの白色から
オレンジ色に変わります。8月以降に医療機関等にかかる
ときは、オレンジ色の保険証を忘れずに提示してください。
　なお、有効期限が平成21年7月31日となっている白色の
保険証は、8月1日以降に町民福祉課まで返還してください。

　所得が少ないなどで国民年金保険料の納付が経済的に困難なときは、本人の申請手続きにより保険料の納付
が免除される制度があります。平成21年7月以降の期間の免除申請については、平成20年の所得をもとに審査
されることになります。
　これまで保険料の全部または一部が免除になっていた方も、承認期間が6月で終了することになります。7
月以降免除を希望するときは、改めて申請の手続きをしてください。30歳未満の方に適用される「若年者納
付猶予制度」も同様です。
　また、以前に申請したときに却下になった方でも、7月以降は所得の審査対象となる年が変わりますので、
承認を受けられることがあります。

国民年金保険料の納付が困難な方へ
ー７月は免除申請の時期ですー

●平成21年度の保険料について
　長寿医療制度の保険料は、被保険者の方に均
等にご負担いただく「被保険者均等割額」と、
被保険者の方の所得に応じてご負担いただく
「所得割額」を合計して個人単位で計算されます。
　平成21年度の個々の被保険者ごとの保険料
額につきましては、平成20年中の所得に基づ
いて計算し、7月15日以降に個別にお知らせす
る予定です。

長寿医療制度（後期高齢者医療制度）のお知らせ

●問合先　町民福祉課町民サービス班　☎354－5705
　　　　　宮城県後期高齢者医療広域連合　☎266－1021

　免除申請及び若年者納付猶予の申請は町民福祉課町民サービス班の窓口で受付をしています。前年の所得を
基準として審査されますので、前年の所得を申告していない方は申告が必要です（無収入の場合も含む）。転
入されてきた方の場合、前住所地より所得証明等を取り寄せていただくことがあります。
　申請が遅れると、その間の事故や病気について、障害基礎年金などの給付が受けられないことがあります。
お早めに手続きをしましょう。

●問合先　仙台東社会保険事務所　☎257ー6115

　これまで全額免除または若年者納付猶予の承認を受けていた方で、申請の際に免除の継続を希望された
方は、申請がなくとも継続審査を行い、結果が通知されます。
　申請書にある継続の希望欄の「はい」に丸をしていた方でも、失業等の理由で特例により承認になった
方や一部納付（1/4納付、半額納付、3/4納付）に該当した方などは、継続の対象となりませんのでご注
意ください。

世帯構成 全額免除
若年者納付猶予

一部納付
１／４納付 半額納付 ３／４納付

（ご夫婦、お子さん２人） 162（257） 230（354） 282（420） 335（486）

２人世帯（ご夫婦のみ） 92（157） 142（229） 195（304） 247（376）

単身世帯 57（122） 93（158） 141（227） 189（296）

※「めやす」であり、実際の基準は所得の内訳や控除額、扶養構成などの条件によって変わります。
※免除申請は本人、配偶者、世帯主の前年所得が、若年者納付猶予は本人、配偶者の前年所得がそれぞれ一定額以下の場合に該当します。

世帯構成別の所得（収入）の「めやす」 【単位：万円】
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ぜひ献血にご協力お願いします

●日時・場所　7月15日（水）
　・午前10時～午後1時
　　東京エレクトロンAT（株）
　・午後2時～午後4時　松島病院
●内容　全血献血（400ml・200ml）

※平成21年3月15日より新たに、献血者の皆様に感
謝の気持ちとして糖尿病関連検査「グリコアルブミ
ン検査」が追加されました。
　グリコアルブミンは、過去約2週間の平均的な血
糖値を反映しているといわれています。そのため、
グリコアルブミンを測定することで血糖値の変化を
間接的に知ることができます。
　生活習慣や社会環境の変化に伴って急速に増加し
ている糖尿病は、初期段階では自覚症状がないため
気づかずに放置されていることが少なくありません。
　いつまでも健康で、献血に協力いただくためにも
皆様の健康管理にお役立てください。

●問合先　保健福祉センター
　健康長寿班　☎355－0666

地震から家族や財産を守るために万一に備えて積極的に参加しましょう。

献血は、身近にできる
ボランティア

　“社会を明るくする運動”はすべての国民が、犯罪
や非行の防止と罪を犯した人たちの更生について理解
を深め、それぞれの立場において力を合わせ、犯罪や
非行のない明るい社会を築こうとする全国的な運動で
す。昭和26年から始まり、今年で第59回を迎えます。
　今年は、松島中学校の生徒の皆さん、松島高等学
校の高校生の皆さんとともに、7月15日（水）登校
時間帯に、松島中学校、松島高校校門において、愛
の声かけ運動を実施します。皆様のあたたかいご協
力をお願いします。
○「社会を明るくする運動」作文コンテスト募集○
　今年も夏休みに小中学校を対象に募集します。た
くさんの募集をお待ちしています。

○社会を明るくする運動名称募集○
　第60回の節目を迎えることから、運動の主旨がわ
かりやすい新たな名称を募集します。
●応募期間：7月1（水）日～ 31日（金）
●応募方法：官製はがき（表面に「運動名募集」と朱書
き）又はメール（標題に「運動名称」と入力）
●応募先：〒100－8977東京都千代田区霞が関
1-1-1　法務大臣官房秘書課広報室

　E-mail　shameiyougo@moj.go.jp

●問合先　仙台保護観察所　☎221-1451

第59回
社会を明るくする運動

家庭でも防災訓練
　訓練を予定している地区で自主的
な参加をお願いします。

災害対策本部訓練
　●場所：役場庁舎
　●時間：午前９時から
●内容：災害対策本部設置訓練、防災無

線送受信訓練、災害図上訓練等に
より、役場内災害対策本部と各行
政区における地震災害対処につい
ての検証を行います。

みんなで参加を！
総合防災訓練
実施日７月26日（日）

●問合先　総務課環境防災班　☎354－5782

「※午前９時に
 サイレンが鳴ります！」
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　平成21年度の松島町職員採用試験を次のとおり実施します。  
１．試験区分、職種、採用予定人員及び職務内容

２．受験資格
●行政：昭和62年4月2日から平成4年4月1日までに生まれた者（平成22年3月31日までに4年制大学卒業

見込みの者又は卒業者は受験できません）
３．試験日
　●第１次　　9月20日（日）　場所　宮城県自治会館
　●第２次　　10月下旬頃
４．受験手続　所定の申込書に必要事項を記入の上（写真貼付）、役場総務課へ提出してください。実施要綱、申込書は役場で配布します。
５．受付期間　7月1日（水）～8月10日（月）郵送の場合は、8月10日までに到着したものまで受け付けます。

　●問合先　総務課総務管理班　☎354-5701　〒981－0215　松島町高城字町10番地
　※試験の実施要綱は、町のホームページでもご覧いただけます。http://www.town.matsushima.miyagi.jp/

１.募集住宅　　3戸
●高城町営住宅213号（1階）
　・所在地　松島町高城字水溜下5－1
　・規　格　3DK（耐火中層構造3階建）
　・家　賃　15,500円～23,100円
●高城町営住宅231号（3階）
　・所在地　松島町高城字水溜下5－1
　・規　格　3DK（耐火中層構造3階建）
　・家　賃　15,500円～23,100円
●高城町営住宅511号（1階）
　・所在地　松島町高城字水溜下18－1
　・規　格　2DK（耐火中層構造3階建）
　・家　賃　18,100円～26,900円
２.入居申込資格
　次の（1）～（6）までの条件をすべて満たしている方
（1）現に住宅に困窮していること
（2）同居又は同居しようとする親族があること
（3）月の収入が基準以内であること
○一般申込者　15万8千円以下○高齢者（60歳以上）世帯、
障害者又は小学校就学前の子がいる世帯　21万4千円以下
（4）入居者及びその同居者が暴力団員ではないこと
（5）町民税を滞納していない方であること
（6）松島町に在住している方及び松島町に在住したことのある方
３.申込方法
　建設課施設管理班に来庁し申込書を受け取りご記入の上、
必要書類と併せて申込み願います。
４.募集期間
　7月1日（水）～7月10日（金）
５.備　　考
　申込者が複数の場合は抽選とさせていただきます。
　※その他ご不明な点はご連絡の上ご確認願います。

●申込み・問合先　建設課施設管理班　☎354－5715

町営住宅入居者募集

平成21年度松島町職員採用試験（高等学校卒業程度）

～テレビ受信者支援センター
（デジサポみやぎ）について～

　昨年10月1日に東北地域全体を担当エリア
として開所した仙台の支援センターは、その
後全国各県に追加設置されたことに伴い、2
月から宮城県を専任として、愛称を『デジサ
ポみやぎ』と変えて活動をしています。
　支援センターでは、地デジコールセンター
に寄せられた受信相談のうち、個別的、専門
的な相談について、相談者を訪問・調査する
などして対策等を助言しています。このほか、
障害対策や集合住宅の共同受信設備のデジタ
ル化への働きかけや、高齢者・障害者福祉施
設等へ訪問受信相談を行うなどしています。
　地デジコールセンターでは、相談を受け付
けています。どのような相談でも結構です。
困ったことや疑問があったら何でもお問い合
わせください。

●問合先
　総務省地デジコールセンター
　☎0570－07－0101
　総務省宮城県テレビ受信者支援センター
　（デジサポ宮城）　☎713－7205

「地デジいろは塾」　

試験区分 職　種 採用予定人員 職務内容
初級
(高等学校卒業程度 ) 行　政 若干名 町の政策、法務、まちづくり、福祉、産業振興など幅広く行政事務に従事します。
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　松島町社交ダンス研究会は、ダン
スの普及と会員育成のため、初心者
を対象とした講習会を開催します。
「趣味と健康の増進」を兼ねた社交ダ
ンスを始めてみませんか。
●日時　7月3日（金）～9月25日（金）
毎週金曜日　
　午前9時30分～午前11時30分
●場所　中央公民館　大ホール
●内容  ワルツやルンバなどを基本
から練習します
●申込み　参加希望の方は事務局ま
で電話でお申し込みください。
●問合先
　松島町社交ダンス研究会事務局
（喫茶キャビン内）
　☎354-5372（午前9時～午後6時）

●日時　毎週火曜日　
　午後7時30分～午後8時30分
●場所　松島町温水プール2階スタ
ジオ
●対象　一般（初心者）
●会費　月額2,500円
●問合先　鈴木宣昭　☎368-7078

　身体障害者養護施設　杏友園の夏
祭りを開催します。出店ありステー
ジあり！花火あり！皆さまお誘い合
わせのお越しください。
●日時　8月1日（土）
　午後2時30分～午後8時
●場所　杏友園
●問合先　杏友園
　☎361-6815

●日時　7月18日（土）
　午後1時～午後2時30分
●場所　松島玉手箱館「おくのほそ
道資料館」

●講師　渡辺誠一郎（塩竈市俳人）
●参加費　無料
●申込み・問合先　おくの細道松島
海道　☎354－4721（奥平）

●日時　8月より10回　毎月第2土
曜日開催　午前10時～正午

●場所　中央公民館（県内フィール
ドワークもあります）

●参加費　年間テキスト代　2,000円
●申込み・問合先　おくの細道松島
海道　☎354－4721（奥平）

　来年度から塩釜高校と統合されま
すので、最後の総会となります。在
学時代の懐かしい思い出など語り合
い、楽しいひと時を過ごしましょう。
●日程　7月26日（日）　午前11時～
●場所　グランドパレス塩釜
●会費　5,000円（当日受付け）
●問合先　同窓会事務局　担当
　石田、稲辺　☎362-0188

●日時　7月28日（火）
　午後2時～午後3時30分
●場所　塩釜市民交流センター
●演題　「国際宇宙ステーション　
“きぼう”の世紀　守ろう地球、め
ざそう宇宙」
●講師　菊山紀彦氏（宇宙アカデミ
ーきくやま）
●入場　無料（300人限定）整理券発
行、応募多数の場合抽選

●問合先　（社）塩釜青年会議所
　☎365-8859

●日時　7月26日（日）午前9時～正午
●場所　職業訓練法人塩釜建設技能
者訓練協会実技室（塩釜市月見が
丘2-2）
●対象　小学4年生以上の子どもと
親（先着15組）
●費用　親子一組　500円（材料代）
●制作品　巣箱（郵便箱も可）
●持参　家庭にある金

かな

槌
づち

とドライバー
●申込み　申込用紙は職業訓練法人
塩釜建設技能者訓練協会事務所
に用意しています。
●締切　7月17日（金）午後4時まで
●問合先　職業訓練法人塩釜建設技
能者訓練協会　☎362-7612

(社)松島観光協会長杯争奪
第36回松島灯籠流し卓球大会　出場者募集

●日時  8月9日（日）開場　午前7時45分　開会式　午前8時45分
●場所　B＆G海洋センター
●競技種目　(1)男子個人戦  ①Aクラス（上級者）②Bクラス（初～中級
者）※（過去Bクラスの決勝進出者は、Bクラスの出場をご遠慮くださ
い）(2)女子個人戦（オープン）(3)ダブルス戦（男女フリー）
●競技方法　40㎜硬式ホワイトボール使用、11本5セット。全種目予
選リーグ（2名勝上り）、決勝トーナメント。一部種目は当日抽選方式。
参加状況によっては予選リーグを11本3セットにする場合もあります。
●参加資格　松島町内在住、在勤、在学者。隣接案内中学校、松島町
内各小・中学校卒業者。（B＆G体育館の松島町卓球協会練習会員も可）
●参加料　個人戦（一人）600円
　ダブルス（1チーム）800円※参加料は当日受付で徴収
●締切り　8月3日（月）
●申込先　B＆G海洋センター気付　松島卓球協会　☎353－3688
※参加者練習場開放日
　7/2 ～ 8/6の毎週木曜日及び第一日曜日
　午後7時～午後9時　海洋センター

エアロビクス同好会会員募集

みやぎ『おくの細道』
記念講演

みやぎ『おくのほそ道』を
学ぶ会会員募集

（社）塩釜法人会女性部会
設立10周年記念講演

初心者対象 社交ダンス講習会
クリスマスにはホテルで

パーティーを

杏友園夏祭り　開催

塩釜女子高等学校同窓会

親子工作教室
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マタニティ（保健福祉センターどんぐり）
7/6（月）、7/27（月）、8/3（月）
母子健康手帳の交付　9：30～11：00
（＊上記の日程で都合の悪い方は、事前にご連絡ください。
　 ☎355-0703）

乳幼児健診等（保健福祉センターどんぐり）
7/3（金）　3～4ヵ月児健診（H21.2月2日～H21.4月3日生）
 受付　12：30～12：45
8/4（火）　1歳6ヵ月児健診（H19.12月～ H20.1月生）
 受付　12：30～12：45
8/5（水）　ハイハイ赤ちゃんセミナー（H20.12月～H21.1月生）
 受付　9：30～9：45
8/7（金）　1歳児パクパク教室（H20.6月～ H21.8月生）
 受付　9：30～9：45
8/7（金）　3歳6ヵ月児健診（H18.1月～2月生）
 受付　12：30～12：45

予防接種
【BCG】　8/4（火）　対象　H21.2月21日～5月4日生
　　　　受付　9：00～9：30

健康相談（保健福祉センターどんぐり）
7/6（月）、7/14（火）、8/3（月）　どんぐり保健室　9：30～11：30
7/9（木）、7/22（水）　どんぐり保健室　13：30～14：30
血圧測定、尿検査、栄養相談、歯科相談等もできます。お気軽に
ご利用ください。

シルバー昼食会
7/ 3（金）、7/17（金）　あったか～い（品井沼）
7/ 7（火）、7/21（火）　あったか～い（どんぐり1班）
7/ 8（水）、7/22（水）　あったか～い（公民館）
7/ 9（木）、7/23（木）　あったか～い（健康館）
7/14（火）、7/28（火）　あったか～い（どんぐり2班）
7/30（木）　　　　　　あったか～い（ひだまり）

健康づくり事業（保健福祉センターどんぐり）
7/10（金）　ヘルシーサポート2009（温水プール美遊）
7/11（土）　健康の日　10：00～11：30（温水プール美遊）
7/13（月）　ノルディックウォーキング教室　10：00～11：30
7/15（水）　献血（東京エレクトロン、松島病院）
7/30（木）　小学生の元気っ子クラブ　10：00～13：00
7/31（金）　ヘルシーサポート2009（温水プール美遊）

健康増進機器利用講習会
平日（1人30分程度）　＊事前に予約が必要です。
●問合先　☎355－0703（保健師、栄養士）

機能訓練事業（保健福祉センターどんぐり）
7/10（金）　ぱいんの会　10：00～13：00

その他の事業
7/16（木）　元気いきいきクラブ（脳刺激訓練教室）　10：00～11：30
7/17（金）　いちおし健康塾　9：30～13：30

電話相談
保健福祉センターどんぐりでは、電話による各種相談をお受
けしています。
心配なときにご利用ください。FAX相談もお受けしています。
☎355-0666（平日8：30～17：00）
℻  353-3722（平日8：30～17：00）
●健康に関するご相談は･･･
　健康づくり（保健師・栄養士） ☎355－0703
●育児・子どもの発育・発達の不安に関するご相談は･･･
　子育て支援センター　　　　　 ☎354－6888
●高齢者の介護・生活等に関するご相談は･･･
　地域包括支援センター  ☎354－6525

塩釜保健所での各種相談（予約制）
こころの相談   7/30（木）
アルコール・薬物相談  7/24（金）
ひきこもり・思春期こころの相談 7/29（水）
＊事前に予約が必要です。
性感染症相談　平日（8：30～17：15）
＊電話にて匿名で受け付け、無料で実施します。
＊HIV抗体・クラミジア抗体検査　7月15日（水）、8月5日（水）
HIV抗体検査は電話予約により匿名で受け付け、原則として
無料です。
骨髄バンク登録受付
7月15日（水）、8月5日（水）10：00～11：00
●申込み、問合先
　塩釜保健所　母子・障害班　☎363-5507
　塩釜保健所　健康対策班　　☎363-5504
　保健福祉センターどんぐり　☎355-0703（保健師）

はじめましょう！私の健康スタイル　松島町健康プラン④＜身体活動・運動＞

〈松島町ではこんなことに取り組んでいます〉
１．地域や学校において講演会や出前講座を実施し、ストレスや心の健
康についての正しい知識の普及啓発を行います。
２．心の健康の相談窓口について、十分な情報提供を行い、体制を整備
していきます。
３．身近なところで気軽に相談できる窓口として、健康相談を毎月実施
します。
４．休養や余暇活動の時間が十分とれるような環境づくりを推進します。

〈スローガン〉
☆ どんなことでも気軽に相談しましょう
☆ 十分な睡眠と休養をとりましょう
☆ 上手にストレスを解消しましょう

《今月のピカピカ賞》
　６月５日の３歳６ヵ月児健診を受診した10
人の中で、むし歯のないお子さんは４人でした。
　これからもよい食生活と歯みがきを続けて、
きれいな歯を守りましょう。
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7月21日は日本三景の日です

　住民の皆さんの利便性を図るため、
各種証明書の発行、公金の収納業務
について、毎週月曜日は午後7時まで
窓口を延長しています。
（ただし、月曜日が祝祭日の場合は
翌日になります）

毎週月曜日は窓口業務を
午後7時まで延長しています

この広報紙は、古紙パルプ配合率100％
の再生紙と植物性大豆油インキを使用
し、環境にやさしい水なし印刷方式を
採用しています。

松島に
活きる

明日に向かってがんばっているみなさんを紹介

子どもの家族から頼りにされる保育士に
伊藤　早希さん（松島）

憧れの保育士さんと同じ保育所で

　伊藤早希さんは、保育士を目指して福島県の大学に通う
4年生。勉強の合間を見て、自分が通った松島保育所でボ
ランティアとして子どもたちのお世話を手伝っています。
「幼い頃、保育士さんにやさしくしてもらったのが、保育士
を目指すきっかけになったので、同じ保育所でなにか役に
立てたら」という思いがボランティアをするきっかけにな
ったそうです。

子どもたちが楽しんでいる場所に入れる幸せ

　元々、子どもたちと接するのが大好きだったと言う伊藤
さんは、走り回ったり、ボール遊びをしたり子どもたちか
ら「早希先生」と呼ばれて大忙しです。それでも、「子ど
もたちが楽しいと感じている場所にいっしょにいられるこ
とが一番幸せですね」と笑顔で子どもたちとふれあってい
ます。大学の実習では子どもたちにどう接したらいいのか
わからず大変な経験もしましたが、子どもたちの純粋な笑
顔をみて、がんばろうという気持ちになったそうです。

家庭もケアできる保育士を目指して

　現在は、少子化が進んでいて子どもを取り巻く家庭環境
も様々です。その為、保育士にかけられる期待や要求も多
くなっています。「いろいろな悩みをもった家族の方がたく
さんいると思います。子どもだけでなく家庭もケアできる
ような保育士になりたいですね」と話す伊藤さん。
　子どもたちの笑顔に包まれながら、夢に向かって勉強に
励んでいます。

（　）は前月比
男 7,598人（－10） 人口 15,682人（－19）
女 8,084人（－ 9） 5,506世帯（－2）

町の人口
（H21年6月1日現在：住民基本台帳）
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▲石造りの見世蔵が造り酒屋の雰囲気を残しています

▲伊藤早希さん


